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食塩水の等量交換 

 

次の問いに答えなさい。（１）は ア ～ ウ にあてはまる数を答えなさい。 

 

（１）容器Ａには３００ｇ，容器Ｂには２００ｇ，容器Ｃには１００ｇの食塩水が入っています。それぞれ

の容器に入っている食塩水の濃さは不明ですが，互いに異なることはわかっています。ＡとＢ，ＢとＣ，

ＣとＡの間で同じ重さずつ食塩水を取り出して交換するということを同時に行い，３つの容器の食塩水

濃さが等しくなるようにするには，ＡとＢは ア ｇずつ，ＢとＣは イ ｇずつ，ＣとＡは ウ ｇ

ずつ交換します。 

 

 

 

 

 

 

（２）容器Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのそれぞれに，濃さが不明ですが，互いに異なることはわかっている食塩水が入

っています。容器Ｃには１５ｇの食塩水が入っています。４つの全ての容器の間で，それぞれ同じ重さ

ずつ食塩水を取り出して交換するということを同時に行い，４つの容器の食塩水の濃さが等しくなるよ

うにします。ＡとＢは１２.５ｇずつ，ＢとＤは２.５ｇずつ，ＣとＤは１.５ｇずつ交換しました。この

とき，容器Ａ，Ｂ，Ｄにはそれぞれ何ｇの食塩水が入っていましたか。 
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食塩水の等量交換 

（１） ア ＝１００， イ ＝３３
１

３
， ウ ＝５０ 

（２）容器Ａ…５０ｇ，容器Ｂ…２５ｇ，容器Ｄ…１０ｇ 

 

（１）最初に容器Ａ，Ｂ，Ｃに入っている食塩水をａ，ｂ，ｃとします。ａ，ｂ，ｃの濃さがわからない場

合でも，３つの容器にａ，ｂ，ｃが同じ比率で混ざっていれば，濃さは等しくなります。その比率は，

３００：２００：１００＝３：２：１です。交換後に３つの容器に混ざっている食塩水ａ，ｂ，ｃの重

さは，次の表のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表より，ＡとＢは１００ｇ，ＢとＣは３３
１

３
ｇ，ＣとＡは５０ｇずつ交換します。 

  

 Ａ Ｂ Ｃ 

ａ １５０ｇ １００ｇ ５０ｇ 

ｂ １００ｇ ６６
２

３
ｇ ３３

１

３
ｇ 

ｃ ５０ｇ ３３
１

３
ｇ １６

２

３
ｇ 
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（２）最初に容器Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに入っている食塩水をａ，ｂ，ｃ，ｄとします。（１）と同様に，４つの

容器にａ，ｂ，ｃ，ｄが同じ比率で混ざっていれば，濃さは等しくなります。交換後に４つの容器に混

ざっている食塩水ａ，ｂ，ｃ，ｄの重さは，次の表のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   容器Ｂに注目をすると，ａ：ｄ＝１２.５：２.５＝５：１， 

   容器Ｄに注目をすると，ｂ：ｃ＝２.５：１.５＝５：３です。 

  この比を利用すると，次のように表をうめることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   容器Ｃに注目をすると，１５＝７.５＋15＋９＋１.５より，24＝６，１＝０.２５となるので， 

  ａ：ｂ：ｃ：ｄ＝７.５：（１５×０.２５）：（９×０.２５）：１.５＝１０：５：３：２です。 

  容器Ａは１５×
１０

３
＝５０（ｇ），容器Ｂは１５×

５

３
＝２５（ｇ），容器Ｄは１５×

２

３
＝１０（ｇ） 

です。 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ａ  １２.５ｇ   

ｂ １２.５ｇ   ２.５ｇ 

ｃ    １.５ｇ 

ｄ  ２.５ｇ １.５ｇ  

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

ａ ㉕ １２.５ｇ ７.５ｇ ⑤ 

ｂ １２.５ｇ 25 15 ２.５ｇ 

ｃ ７.５ｇ 15 ９ １.５ｇ 

ｄ ⑤ ２.５ｇ １.５ｇ ① 
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